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【平成２２年度 事後評価結果】 

該当欄 評価基準 

 Ａ＋ 期待以上の研究の進展があった 

○ Ａ 期待どおり研究が進展した 

 Ｂ 期待したほどではなかったが、一応の進展があった 

 Ｃ 十分な進展があったとは言い難い 

（評価意見） 

本研究は、従来開発実績のある多重周回型飛行時間型質量分析計にフェムト秒パ

ルスレーザによるポストイオン化技術を組み合わせて、小型超高感度極微量二次イ

オン質量分析装置を開発する研究である。多重周回飛行による質量分解能の著しい

向上とポストイオン化による100倍の感度向上が見られ、我が国独自の技術で優れた

SIMSが開発されたということは極めて喜ばしいが、当初目標の１つとして掲げてい

た、分析装置の感度目標を原子一個の計測にする、ということに関しては、まだ計

測がされていない。 

しかし、惑星探査用の分析装置とするべく、装置開発の実績を積み、多重周回型

質量分析計を試作し、実用化に結びつく装置を開発できたことは期待どおり研究が

進展したと評価できる。 

 

 


